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6・7 月のティーンズコーナーでは，「ことば」に関する本の特集を行っています。 

私達が普段，何気なく使っていることば。あまりに身近にありすぎて，隠された魅力に気づいていない人

もいるのではないでしょうか。 

一口にことばといっても，その魅力は様々。響きが美しいものや，意味に趣があるもの。パワーがあるも

のや，一見難解なもの。改めて向かい合ってみると，ことばの奥深さに気づき,とりこになってしまうかも？

短歌や詩，名言集などの本も集めています。この機会にぜひ，手に取ってみてください。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 2019 年 6・7 月号 

通巻 28 号 

『恋する日本語』  
小山 薫堂/著 幻冬舎 F/コヤ 

 
 「相生（あいおい）」「一曲（ひとくねり）」「気宇（きう）」…これらの意味を知っ
ていますか？美しい響きの日本語と，その日本語にまつわるショートストーリーを収
録。すきま時間に読める上に学びも胸のトキメキも与えてくれるお得な 1 冊。 

『誰も知らない世界のことわざ』  
エラ・フランシス・サンダース/著 創元社 388/サン 

 
 「一輪の花だけが春をつくるのではない」といった美しいことわざから，「ちいさな
アヒルを吹き出す」「頭の中に，コオロギがいっぱい」などのユニークなことわざま
で！普段使いができたならあなたも立派なことわざ通？かわいいイラストも見どころ。 

『夜空はいつでも最高密度の青色だ』  
最果 タヒ/著 リトルモア 911.5/サイ 

 
 「“言葉の暴力”から逃れるために詩の言葉はある」著者である最果さんはインタ
ビューでそう語っている。SNS が盛んになり，多くの言葉で溢れかえる中で，何か
一つ自分を守る詩の言葉を携えておきたい。リリカルで鮮烈な詩集。 

特集コーナーの本 

歌×詩…？ 

 

とわざ 

 

詩 

こ 

ことばのとりこ 

本語 日 

『回転ドアは、順番に』  
穂村 弘・東 直子/著 筑摩書房 911.1/ホム 

 
 「遠くからくる自転車をさがしてた…」そんな短歌からはじまるのは，ある男女が
出会い，お互いに惹かれていく様子を描いた物語。短歌と詩が交互に二人の思いを象
る。短歌と詩という少ない字数の中に，愛情や痛み，切なさが凝縮されている。 

短 



貸出中の本には予約ができます！ 

     

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

★『カッコーの歌』 フランシス・ハーディング/著 東京創元社 JF/ハテ 

★『コンビニたそがれ堂 猫たちの星座』 村山 早紀/著 ポプラ社 F/ムラ 

★『鳥居の向こうは、知らない世界でした。3 』 友麻 碧/著 幻冬舎 F/ユウ 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

★『脱・呪縛』 鎌田 實/著 理論社 J159/カマ 

★『情熱でたどるスペイン史』 池上 俊一/著 岩波書店 J236/イケ 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『君と漕ぐ ながとろ高校カヌー部』 武田 綾乃/著 新潮社 F/タケ 
 
 両親の離婚で引っ越してきた高校一年生の舞奈は,地元の川でカヌーを操る少女, 恵
梨香に出会う。それがきっかけでカヌーに興味を持った舞奈は恵梨香を誘いカヌー部
に入部するが…？夏によく似合う部活小説！ 

中学生の部 高校生の部 

『サイド・トラック 走るのニガテなぼく

のランニング日記』ﾀﾞｲｱﾅ・ﾊｰﾓﾝ・ｱｼｬｰ/著 
評論社 JF/アシ 
 陸上競技を通して大切なものを描
く，ユーモアたっぷりの青春小説。 

『ある晴れた夏の朝』小手鞠 るい/著 
偕成社 JF/コテ 
 出自のちがうアメリカの 8 人の高校
生が，日本に落とされた原爆について
語り合う。戦争の歴史と記憶の物語。 

『星の旅人 伊能忠敬と伝説の怪魚』  
小前 亮/著 小峰書店 JF/コマ 

 どのようにして日本地図は誕生した
のか。没後 200 年となる伊能忠敬の
その足跡を辿る物語。 

『ザ・ヘイト・ユー・ギヴ あなたがくれ

た憎しみ』  
ｱﾝｼﾞｰ・ﾄｰﾏｽ/著 岩崎書店 JF/トマ 
 幼馴染が白人警官によって射殺され
た。アメリカの社会問題が描かれる。 

『この川のむこうに君がいる』  
濱野 京子/著 理論社 F/ハマ 
 東京にて新たな気持ちで高校生活を
はじめた梨乃。周囲から“被災者”と
して見られることに抵抗があったが？ 

『ヒマラヤに学校をつくる カネなしコネ

なしの僕と、見捨てられた子どもたちの挑戦』 
吉岡 大祐/著 旬報社 372/ヨシ 
貧困や病に苦しむネパールの子ども

達のために奮闘した，挑戦の軌跡。 

～フィクション～ 

 

～ノンフィクション～ 

 

新しい本の紹介 

第 6５回 青少年読書感想文全国コンクール 課題図書 

『14 歳からの資本主義』 丸山 俊一/著 大和書房 J332/マル 
 
 私たちは今どんな社会を生きているんだろう？大人になったらどんな社会に 
なっているんだろう？「AI 時代」や「グローバル化」…聞いたことはあるけど，実
感として分からないワード。私たちが暮らす社会のしくみを読み解く。 
 
 
 
 
 
 
 
 


